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１．研究計画の概要 
(1) 高速動作有機電子光デバイスの検討 
①有機電子光デバイスとして有機発光素子、
有機トランジスタ、有機受光素子を取り上げ
高速動作に関する要因の抽出とキャリアダ
イナミックスに関する検討 
②溶液プロセスによる有機デバイスの作製
を目標とし、真空プロセスで作製した素子と
の比較検討と素子特性の向上 
(2) 有機薄膜界面状態の検討 
①有機－有機半導体薄膜界面における電気
伝導機構の解明 
②有機半導体－電極界面における電気伝導
機構の解明とキャリア注入のための超薄膜
の挿入に関する検討 
(3)有機半導体薄膜の物性解明と高速動作有
機デバイスの基盤技術の確立 
 
２．研究の進捗状況 
（1）真空プロセスと溶液プロセスの両方の
成膜プロセスが可能で、高移動度正孔輸送性
アモルファス材料を用いた有機発光素子の
作製と特性評価を行った。高移動度の電子輸
送材料を用い真空プロセスで作製した素子
で、発光輝度 12,400 cd/m2，繰り返し周波数
100MHz の高輝度、高速動作の素子を実現し
た。 
（2） ポリフルオレン系のポリマー材料を本
研究の成果である熱転写法による分子の配
列制御を行い、薄膜層が制御された有機発光
素子では、従来のアモルファス相の素子に比
べて、発光効率は 1 桁向上し、高輝度、高速
動作の素子を実現した。 
また、ポリマー層への電子注入過程を解明

するために、電子注入層としてフッ化物薄膜
の挿入効果を検討した。素子動作の解析を行

った結果、電極材料と電子注入層との間で積
層の順番が異なることで特性が大きく異な
ることが明らかになった。 

また、インターレイヤーを有する積層型ポ
リマー発光素子を電気－光変換素子として
用い、ポリマー光ファイバを通して動画信号
をオールポリマーのデバイスで光伝送する
ことができた。 
（3） 有機発光素子の高速化を検討するため
に、高移動度を示す電子輸送材料を導入した
素子を作製して、素子パラメータの解析を行
い、過渡応答特性との関係について詳細な解
析を行った結果、キャリア輸送層の抵抗と素
子容量などのパラメータが大きく影響して
いることが判明した。 
（4） ポリフルオレン系のポリマー材料用い
て溶液プロセスにより有機トランジスタを
作製し、6 種類のポリマー材料で、両極性の
電気伝導特性を見出した。電子と正孔がバラ
ンスよく注入される駆動条件において発光
トランジスタを実現した。また、発光色の異
なるポリマー材料を混合することにより白
色発光有機トランジスタを実現した。 
（5） 有機受光素子に関してはポリフルオレ
ン系材料とフラーレン誘導体用いて、溶液プ
ロセスにより素子を作製した。主にホスト材
料の光吸収波長に対応して受光波長の選択
ができ、青色から紫色の波長域に受光感度を
持ち、80MHz の光信号が受光できることを
確認した。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
有機デバイスの高速化を目指して、研究を行
っているが、今まで高速化が難しかった溶液



プロセスを用いて作製したポリマー材料に
よる光素子において、真空プロセスと同程度
の 100MHz の光信号の発生が可能となった。 
 
４．今後の研究の推進方策 
(1) 印刷プロセスによる有機電子・光デバイ
スの作製 
①有機発光素子、有機トランジスタ、有機受
光素子を取り上げ、印刷プロセスによる素子
作製と高速応答特性の実現 
②印刷プロセスによる電極の形成 
(2) 有機電子・光デバイスの動作解析 
①過渡応答特性の解析による、キャリアダイ
ナミックスの解析と素子動作の解析 
②有機半導体薄膜および有機半導体薄膜－
有機薄膜界面、有機半導体－電極界面の評価
と素子特性との関連性の解明 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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